
九

専
攻
学
科
目　

臨
床
神
経
学
・
神
経
科
学

生　

年　

月　

昭
和
三
四
年　

四
月

略　
　
　

歴　

昭
和
六
〇
年　

三
月 

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

同　

六
〇
年　

五
月 

順
天
堂
大
学
医
学
部
付
属
順
天
堂
医
院
脳
神
経
内
科
臨
床
研
修
医
︑
専
攻
生

平
成　

二
年　

八
月 
名
古
屋
大
学
医
学
部
生
化
学
第
二
国
内
留
学
︵
平
成
五
年
八
月
ま
で
︶

同　
　

六
年　

三
月 
順
天
堂
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同　
　

六
年　

三
月 
博
士
︵
医
学
︶︵
順
天
堂
大
学
︶

同　
　

七
年　

四
月 

順
天
堂
大
学
医
学
部
助
手

同　

一
一
年　

七
月 

順
天
堂
大
学
医
学
部
臨
床
講
師

同　

一
二
年　

八
月 

順
天
堂
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
老
人
性
疾
患
病
態
治
療
研
究
セ
ン
タ
ー
専
任
講
師

同　

一
二
年　

九
月 

順
天
堂
大
学
医
学
部
講
師
︵
併
任
︶

同　

一
五
年　

五
月 

順
天
堂
大
学
医
学
部
助
教
授

同　

一
八
年　

七
月 

順
天
堂
大
学
医
学
部
主
任
教
授
︵
令
和
七
年
三
月
ま
で
︶

同　

三
一
年　

四
月 

順
天
堂
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
長
・
医
学
部
長
︵
令
和
六
年
三
月
ま
で
︶

令
和　

二
年
一
〇
月 

理
化
学
研
究
所
脳
神
経
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
神
経
変
性
疾
患
連
携
研
究
チ
ー
ム
・
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

 

︵
併
任
︑
令
和
七
年
四
月
よ
り
チ
ー
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶

同　
　

七
年　

四
月 

順
天
堂
大
学
医
学
部
特
任
教
授
︵
現
在
に
至
る
︶

同　
　

七
年　

四
月 

ニ
ュ
ー
ロ
ン－

グ
リ
ア　

ク
ロ
ス
ト
ー
ク
セ
ン
タ
ー
順
天
堂
セ
ン
タ
ー
長
︵
現
在
に
至
る
︶

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

服は
っ　

部と
り　

信の
ぶ　

孝た
か
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博
士
︵
医
学
︶
服
部
信
孝
氏
の
﹁
遺
伝
子
解
析

を
基
盤
と
し
た
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
発
症
機
構

解
明
﹂
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
︵PD

︶
は
神
経
難
病
の
一
つ
で
あ
り
︑
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
に
次
い
で
頻
度
の
高
い
神
経
変
性
疾
患
で
あ
る
︒
近
年
対
症
療
法
の
治
療
開

発
が
目
覚
ま
し
い
進
歩
を
遂
げ
て
い
る
が
︑
パ
ー
キ
ン
ソ
ニ
ズ
ム
を
代
表
と
す

る
運
動
症
状
の
み
な
ら
ず
︑
認
知
症
な
ど
の
非
運
動
症
状
もQ

uality of Life

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
︑
根
本
治
療
の
開
発
や
進
行
を
遅
ら
せ
る
疾
患

修
飾
療
法
の
実
現
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
︒
そ
の
中
で
服
部
信
孝
氏
は
大
学
院

に
入
学
し
て
以
来
︑
こ
の
最
も
重
要
な
病
態
解
明
と
い
う
大
き
な
課
題
に
取
り

組
ん
で
い
る
︒
特
筆
す
べ
き
成
果
は
︑
若
年
性
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
で
の
原
因
遺

伝
子parkin

の
単
離
・
同
定
そ
し
て
そ
の
機
能
解
明
で
あ
る
︒Parkin
遺
伝
子

は
若
年
性
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
原
因
遺
伝
子
と
し
て
は
最
も
頻
度
の
高
い
も
の

で
あ
り
︑
そ
の
遺
伝
子
単
離
は
神
経
科
学
に
と
っ
て
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
発
見

と
言
え
る
︒
更
に
服
部
氏
ら
は
こ
のparkin

が
蛋
白
分
解
系
の
構
成
要
素
で

あ
る
ユ
ビ
キ
チ
ン
リ
ガ
ー
ゼ
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

が
︑
こ
れ
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
み
な
ら
ず
神
経
難
病
に
観
察
さ
れ
る
封
入
体

形
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
蛋
白
分
解
系
が
関
与
し
て
い
る
と
す
る
知
見
を
示
し
て

お
り
︑
神
経
変
性
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
新
た
な
一
石
を
投
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
と

言
え
る
︒

こ
の
発
見
以
後
︑
神
経
変
性
に
共
通
し
て
観
察
さ
れ
る
封
入
体
の
形
成
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
蛋
白
分
解
系
の
関
与
は
必
然
的
現
象
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
︒
加
え
て
若
年
性
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
原
因
遺
伝
子
産
物PIN

K
1

も
ま

たparkin

と
協
働
し
て
︑
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
リ
ソ
ソ
ー
ム
系
の
一
種
で
あ
る

m
itophagy

と
し
て
異
常
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
を
消
去
す
る
こ
と
を
見
出
し
て
い

る
︒
ユ
ビ
キ
チ
ン
・
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
系
と
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
リ
ソ
ソ
ー
ム
が

連
結
し
て
い
る
こ
と
が
神
経
疾
患
で
見
出
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
発
見
と
言
え

る
︒
ま
た
二
〇
一
五
年
に
は
︑
服
部
氏
ら
は
遺
伝
性PD

の
原
因
遺
伝
子
で
あ

る
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
関
連
遺
伝
子C

H
C

H
D

2

を
単
離
・
同
定
し
︑
さ
ら
に
二

〇
二
〇
年
に
は
リ
ソ
ソ
ー
ム
に
関
連
す
るProsaposin (Saposin D

 dom
ain) 

に
よ
る
遺
伝
性PD

の
三
家
系
を
見
出
し
て
い
る
︒
こ
れ
ま
で
三
種
類
の
原
因

遺
伝
子
の
単
離
・
同
定
に
成
功
し
て
い
る
の
は
世
界
で
も
服
部
氏
ら
の
グ
ル
ー

プ
の
み
で
あ
る
︒
単
一
遺
伝
子
異
常
で
発
症
す
るPD

の
研
究
は
︑
遺
伝
子
産

物
の
機
能
解
析
に
よ
り
神
経
変
性
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
で
き
る
こ
と
か

ら
︑
孤
発
型
の
病
態
解
明
に
最
も
有
効
と
言
え
る
︒

ま
た
最
近
で
は
︑
服
部
氏
の
グ
ル
ー
プ
が
創
薬
や
新
た
な
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー

の
創
出
を
目
指
し
て
お
り
︑PD

等
で
観
察
さ
れ
る
封
入
体
・
レ
ヴ
ィ
小
体
の
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大
規
模
の
国
際
学
会
組
織
で
あ
るInternational C

ongress of Parkinsonʼs 

D
isease and M

ovem
ent D

isorders®

︵M
D

S

︶
で
は
︑
二
〇
一
五
年
~
二
〇

一
七
年
ま
で
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
地
区
の
理
事
長
に
任
ぜ
ら
れ
︑
こ
の
地
区

の
医
師
や
医
療
従
事
者
ら
の
教
育
お
よ
び
患
者
啓
蒙
に
従
事
し
︑
二
〇
二
二
年

に
は
同
学
会
の
優
れ
た
基
礎
研
究
の
成
果
を
挙
げ
た
功
労
者
に
与
え
ら
れ
る

C
. D

avid M
arsden Lecture Aw

ard

を
受
賞
し
て
お
り
︑
二
〇
二
三
年
に
は
同

学
会
の
名
誉
会
員
に
選
出
さ
れ
た
︒

こ
の
よ
う
に
︑
服
部
氏
は
世
界
的
に
高
く
評
価
さ
れ
る
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
研

究
の
第
一
人
者
で
あ
る
と
同
時
に
︑
現
在
も
多
く
の
患
者
を
診
察
す
る
現
役
の

臨
床
医
と
し
て
活
躍
し
︑
ま
た
︑
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
患
者
お
よ
び
そ
の
ご
家

族
へ
の
細
や
か
な
配
慮
を
欠
か
さ
な
い
︑
徳
望
あ
る
医
師
で
も
あ
る
︒
卓
越
し

た
研
究
者
と
し
て
の
飽
く
な
き
探
求
心
と
︑
患
者
と
の
交
流
を
通
し
て
診
断
や

治
療
の
新
た
な
手
が
か
り
を
見
出
す
臨
床
医
と
し
て
の
姿
勢
を
兼
ね
備
え
た
優

れ
た
医
学
研
究
者
と
言
え
る
︒
以
上
の
理
由
に
よ
り
服
部
信
孝
氏
の
業
績
は
︑

真
に
日
本
学
士
院
賞
に
相
応
し
い
と
判
断
さ
れ
る
︒

主
要
な
著
書
・
論
文
の
目
録

主
要
論
文 *C

orresponding author
 1. 

K
itada, T, A

sakaw
a, S, H

attori, N
, M

atsum
ine, H

, Yam
am

ura, Y, M
inoshim

a, S, 
Yokochi, M

, M
izuno, Y, and Shim

izu, N
*: M

utations in the parkin gene cause 
autosom

al recessive juvenile parkinsonism
, N

ature, 392; 605–608, 1998.

主
要
成
分
で
あ
る
α－

シ
ヌ
ク
レ
イ
ン
︵α-Syn

︶
が
細
胞
間
を
伝
播
す
る
こ

と
を
確
認
し
︑
ま
たα-Syn

シ
ー
ド
が
血
液
中
に
も
存
在
す
る
こ
と
を
世
界
で

初
め
て
報
告
し
て
い
る
︒
レ
ヴ
ィ
小
体
を
含
むα-Syn

の
凝
集
体
が
神
経
病
理

で
観
察
さ
れ
る
疾
患
群
で
あ
る
シ
ヌ
ク
レ
イ
ノ
パ
チ
ー
に
は
︑PD

︑
レ
ヴ
ィ

小
体
型
認
知
症
︵D

LB
︶︑
そ
し
て
多
系
統
萎
縮
症
︵M

SA

︶
が
属
す
る
︒
こ

の
三
疾
患
の
発
症
早
期
は
臨
床
症
状
の
み
で
は
鑑
別
が
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る

が
︑
血
液
中
に
循
環
し
て
い
るα-Syn

シ
ー
ド
の
構
造
が
各
疾
患
で
異
な
る
こ

と
を
発
見
し
て
お
り
︑
早
期
に
お
け
る
疾
患
鑑
別
に
役
立
つ
ば
か
り
か
︑
パ
ー

キ
ン
ソ
ニ
ズ
ム
を
発
症
し
て
い
な
い
前
駆
症
状
の
段
階
で
の
診
断
可
能
な
技
術

と
し
て
世
界
中
で
注
目
さ
れ
て
い
る
︒
ま
たα-Syn

以
外
で
も
︑
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
の
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
の
探
索
を
行
っ
て
お
り
︑
カ
フ
ェ
イ
ン
︑
ポ
リ
ア
ミ

ン
︑
皮
脂
腺
由
来R

N
A

と
い
っ
た
臨
床
応
用
可
能
な
マ
ー
カ
ー
を
見
出
し
︑

高
い
評
価
を
得
て
い
る
︒

こ
の
よ
う
に
服
部
氏
は
︑
三
〇
年
以
上
に
渡
り
遺
伝
性PD
の
遺
伝
子
変
異

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
お
よ
び
遺
伝
子
産
物
の
機
能
解
析
を
精
力
的
に
進
め
︑
数
々

の
成
果
を
挙
げ
て
お
り
︑
世
界
的
に
見
て
もPD

遺
伝
子
研
究
の
第
一
人
者
と

み
な
さ
れ
て
い
る
︒
二
〇
一
八
年
に
は
︑
第
四
一
回
神
経
科
学
大
会
に
お
い
て

エ
ル
ゼ
ビ
ア
の
後
援
を
得
て
﹁The 20th A

nniversary of Parkin D
iscovery - 

to the Past, the Present, and the Future

﹂
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
日
本

で
開
催
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
等
の
運
動
障
害
疾
患
関
連
の
最
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